













　嶋田氏（1987 年 3 月発行「音楽教育学」第 16 号に掲載）は，「小学校校歌制定に関する研究−明
治後期における東京府内小学校校歌制定過程の分析を通して−」で，東京府内の学校の校歌認可状況
等を調査し，その認可過程や文部省の訂正箇所，楽譜・楽曲を分析・考察している．その中で 1894（明
治 27）年 12 月 28 日文部省から出された「小学校に於ける唱歌用の歌詞及び楽譜」に関する『訓令
7 号』に基づき，歌曲採用伺いを提出し認可を受けるようになった」と述べ，東京府内小学校の校歌
として，はじめて認可されたのは，1903（明治 36）年 5 月認可の麻布小学校校歌であるとしている．
また，入江氏は，「儀式用唱歌の法制化過程− 1894 年『訓令第 7 号』が学校内唱歌に残したもの−」（1994









（一方，校歌「認可制」の法的根拠（はじまり）は，1891（明治 24）年 6 月 17 日に文部省から出された「小





























































　維新政府は，明治 5（1872）年 8 月外国の制度を模した「学制」を発布し，近代学校を全国各地に
設置し，我が国の近代教育を発足させた．翌月 9 月「小学教則」を公布し，小学校における教科課程
及び教授方法の基本方針を明らかにした．発布された「学制」には，小学校の教科は「唱歌」を含め






















の「御真影」の下賜 10）であった．森は，1888（明治 21）年 2 月「祝日における学校儀式の必要性」
と「式における唱歌の教育的効果」11）を説いたが，1889（明治 22）年 2 月 11 日大日本帝国憲法が
発布され，「大日本帝国ハ万世一系ノ天皇之ヲ統治ス」（第一条）「天皇ハ神聖ニシテ侵スベカラズ」（第
三条）と，日本の「国体」がここに明示されたその日，森は刺客の兇刃に倒された．その後，「政府
部内から国体に立脚する徳育の重視論」が強く，翌年 1890（明治 23）年 2 月の地方長官会議におい
て「徳育涵養ノ義ニ付建議」12）が出された．これを契機に，山県有朋首相，芳川顕正文相の下で法
制局長官井上毅と枢密院顧問元田永孚が中心になって「教育ニ関スル勅語」（「教育勅語」）13）を作成








上の強制を伴うことになったからである．文部省はこうして，これまで「90 年の天長節（11 月 3 日）













































  教員及生徒一同式場ニ参集シテ第 1 条第 3 款及第 4 款ノ儀式ヲ行フヘシ
















必ず施行しなければならないことになったのである．続いて，同年 10 月 8 日，文部省は次のような「文
部省訓令第 2 号」（「祝日大祭日ノ小学校唱歌用ニ供スル歌詞及楽譜ノ件」）を北海道庁と各府県に発
令（祝日大祭日官報告示）した．北海道，各府県は直ちに同様内容で各市町村学校に通達した．












　続いて，文部省訓令第 2 号の二を受けて，1891（明治 24）年 10 月 20 日，東京音楽学校学校長村
岡範為馳を委員長とする「祝日大祭日歌詞及楽譜審査委員会」が結成され，唱歌の選定・審査に着手
した．その正式決定が出されるまでの間「祝日大祭日儀式ノ唱歌用ニ供シ差支ナキモノ」十三曲 18）
を同年 12 月 29 日，文部省普通学務局長が，両高等師範学校と道府県あてに通牒（「小学校ニ於テ祝
日大祭日ニ用フル歌詞及楽譜ノ件」）したのである．

















5 月 5 日，次のような「省令第 9号」を発した．
「明治 24 年文部省令第 4 号ニ規定シタル儀式ハ，第一条ニ依リ紀元節天長節ニ於テ之ヲ行ヒ，第三
条ニ依リ一月一日ニ之ヲ行フモノトシ，他ノ大祭日及祭日ニ於テハ各学校ノ任意タルヘシ」
　これにより，「儀式規程」の適用は，原則として三大節に限ることとなった．その他の祝祭日の儀
式の実施は各学校の任意となった．この趣旨等は，1900（明治 33）年 8 月省令 14 号「小学校令施
行規則」第 28 条に継承され，以後小学校における祝祭日儀式施行の基本となった．このことは，三
大節に減じて，厳重かつ厳粛な儀式を行うことで強烈な感化を児童の脳裏に植え付けようとしたもの
と考える．1893（明治 26）年 5 月に「祝日大祭日歌詞及楽譜審査委員会」の選定・審査が終わり，
同年 8 月 12 日文部省告示第 3 号（官報第 3037 号付録）で「小学校祝日大祭日儀式唱歌用歌詞及楽
譜撰定」（八曲）が公布された．その八曲は，「君が代」，「勅語奉答」，「一月一日」，「元始祭」，「紀元節」，
「神嘗祭」，「天長節」，「新嘗祭」である．しかし，文部省が「儀式ノ唱歌用ニ供シ差支ナキモノ」を














ことから，1891（明治 24）年 6月 17 日の文部省令第 4号「小学校祝日大祭日儀式規程」とそれに係
る「訓令第 2号」が，『校歌認可制の始まり』（法的根拠）であると言われる理由である．このことで，
前述の嶋田氏が，校歌認可制は 1894（明治 27）年 12 月 28 日に文部省から出された「小学校に於け
る唱歌用の歌詞及び楽譜に関する」訓令第 7 号によると指摘したことは，妥当性を欠くこととなった．
嶋田氏の根本的な誤解は，東京府内の忍ヶ岡小学校（明治 24 年 10 月 28 日付で申請）が 1893（明
治 26）年 2 月 18 日に認可を受けていることを見落とし，「この訓令（第 7 号）後，東京府内小学校
としてはじめて採用が認可されたのは，明治 36 年 5 月認可の麻布小学校校歌であった．」と断定し，
それを基にして論を展開していることである．
　いずれにしても，この「小学校祝日大祭日儀式規程」（同時に訓令第 2号）は，1900（明治 33）年
8 月 21 日の文部省令 14 号「小學校令施行規則」第 223 条「…明治 24 年文部省令第 1号，第 4号…




質的に変更のないまま，国民学校令施行規則（1941（昭和 16）年省令第 4号）第 47 条に引き継がれた．
5.2　道・府県の反応〜これらの「省令・訓令」を教育現場でどのように受け止めたのか．
　上記のように「小学校祝日大祭日儀式規程」（明治 24 年 6 月 17 日文部省令第 4 号）の第 8 条に基
づいて，道府県では「小学校祝日大祭日ノ儀式ニ関スル次第」等を決め，「学校長，教員及生徒，其


















　一方この頃（明治 25・26 年），伊沢修二編『小学唱歌』全 6 巻が刊行された．この唱歌集は既刊










治 24）年 10 月 28 日付で東京府知事宛に「祝日用唱歌」として申請した．翌年，1892（明治 25）年











　＊忍ケ岡小学校では，「校歌一部訂正願」を「唱歌御指定願」として明治 25 年 12 月に提出．
ⅵ．明治 26 年 1 月 24 日上申された「唱歌御指定願」を文部省にて審査．




☆図 1…「校歌」， 図 2…「祝日用唱歌特別御指定願」， 図 3…「校歌一部訂正願」， 図 4…「校歌認可書」
　　  
　　　　　　　　　　　図 1 　　　　　　　図 2
　　  

















（表 1）明治 20・30 年代（前半）に校歌・校訓歌を作製していた主な学校 （＊は行事・儀式等で校歌が歌われていた学校）
制定（明治） 学　　　校　　　名 備　　　　　考 認可の有無
1893 年 26 年 2 月 18 日 （東京・忍ヶ岡小学校） （儀式用唱歌に供する） （普甲 127 号）



















1896 年 29 年 2 月 東京・城東小学校 M29.2.25 発行「音楽」第 64 号より 無
1898 年 31 年
31 年頃
















1901 年 34 年頃 新潟・柏崎市枇杷島小学校 百周年記念誌（昭 48）に記載 無











1903 年 36 年 3 月 東京・麻布小学校 （嶋田氏論文より） 認可：M36.5.14




　しかし，「小学校祝日大祭日儀式規程」（同時に訓令第 2号）は，1900（明治 33）年 8月 21 日の文
部省令 14 号「小學校令施行規則」第 223 条で，「…明治 24 年文部省令第 1号，第 4号，…ハ明治 34




　1894（明治 27）年 12 月 28 日，小学校令（明治 23 年 10 月 7 日勅令 215 号）第 16 条「小学校ノ
教科用図書ハ文部大臣ノ検定シタルモノニ就キ小学校図書審査委員ニ於イテ審査シ府県知事ノ許可ヲ











































































































　前述したように，1890（明治 24）年 10 月 30 日「教育勅語」が公にされた翌年 1891（明治 24）
年 6 月 17 日に「小学校祝日大祭日儀式規程」（文部省令第 4 号）が制定されたその約 3 年 5 ヶ月後







25 年 6 月，亀田郡亀田小学校，大野小学校，上磯郡上磯小学校に御真影が下賜され「拝載式」を行っ
た時，上磯小の式次第には「男子生徒ノ軍歌」，「女生徒ノ唱歌」があり，亀田小，大野小の式次第に
も「唱歌」が記載されている．（明治 25 年 6 月号）また，日高の浦河小学校でも，御真影下賜の際，「君
が代」を奏して奉迎し，行進中には「軍歌」を歌い，式の中では「君が代」などを歌ったと記されて
いる．同じく，樺戸郡月形小学校では，生徒運動会で「軍歌」を歌いながら入場し整列後「君が代」，「軍
歌」を歌ったという．また，明治 25 年 7 月，札幌郡山鼻小学校での新校舎が落成し，7 月 30 日開校
式を行った際，生徒の唱歌，軍楽隊の合奏があったという．






























遠友夜学校校歌，同 42 年，北海道師範学校校歌，札幌高等女学校校歌，創成尋常小学校校歌，同 43
年，豊水尋常高等小学校校歌などである．そして大正元年に，山鼻尋常高等小学校校歌が文部大臣の
認可を得ている．札幌近辺の学校が多いのは，作詞・作曲家，指導者などの人的環境が比較的恵まれ
ていたからではないかと考える．1907（明治 40 年）3月 31 日さらに「小学校令」が改正され，ここ
で初めて「唱歌」は必須科目となった．以後，道内の各地で唱歌教材の研究や教授法の研究など盛ん
になり，音楽教育はしだいに向上する機運を示した．
　しかし，開拓途上にある本道では，明治 41 年 3 月に新たに定められた，庁令第 22 号「特別教育
課程」31）においても，「尋常小学校ノ教科目中，図画，唱歌，裁縫ノ一科目若シクハ数科目ハ書クコ
ト闕クコトヲ得」（第 2 条）とする従前からの規定を踏襲した．
　1916（大正 5）年 12 月にまとめられた，庁令 84 号「小学校教科目教授ノ程度及時数ニ関スル規程」（第
3 条）32）でも，「唱歌ヲ欠クトキハ其ノ毎週教授時数ハ学校長ニ於テ之ヲ体操ニ充ツヘシ」と，土地
の情況によって体操と併せて課すことができるとされた．また，同時に出された道庁訓令 53 号では，




　北海道で「校歌」が最も早く認可された学校は，旭川市の旭川尋常高等小学校（明治 25 年 10 月




治 36 年開校．現釧路小．校歌は昭和 5 年 11 月 1 日認可．官報 1154 号と文部時報 364 号に掲載．現
存する認可関係書類は全て写し），厚田村の厚田尋常高等小学校（明治 10 年 3 月開校，校歌は昭和
11 年 12 月 24 日認可．官報に掲載なく文部時報 573 号に記載あり．現石狩市立厚田小学校），そして，
伊達市の伊達尋常高等小学校（明治 5 年 5 月官立「有珠郷学校」と称して開校．昭和 7 年 11 月伊達
尋常高等小学校と改称．校歌は昭和 16 年 2 年 20 日認可．官報に掲載なく，文部時報 718 号に記載あり）
である．（筆者作成『全国校歌等の歌曲認可状況一覧（明治・大正・昭和）』より）そこで，昭和 4 年
4 月 17 日（發図 33 号図書局通牒）に「小學校唱歌用楽譜採用認可申請様式」が示された以後，当時，「校
歌」がどのような手順で作製され，そして，どのように認可されたのかを提出文書と経過等を記録し
たメモ 33）を基に厚田小学校の「校歌」作製過程を下記に示す．












ⅳ　昭和 11 年 7 月下旬，出札の折に，飯田校長と会い，「天皇の本道行幸」34）までに作製したい旨
を告げる．






























て，工藤富次郎郎先生に作曲を依頼．昭和 11 年 9 月 15 日に工藤先生より作曲された楽譜が届く．
















































































































































































































ⅸ　昭和 11 年 12 月 24 日付で，文部省から認可されたことが，昭和 12 年 1 月 21 日発行の「文部時
報」（第 573 号）に掲載された．（官報には不記載）


































　この「文部省訓令第 7 号」（明治 27 年 12 月 28 日）は，1931（昭和 6）年 9 月 10 日の文部省令第
20 号で廃止されたが，その理由等については不明である．訓令第 7 号の趣旨・内容は，同日に発令
された文部省令第 21 号による小学校令施行規則（明治 33 年文部省令第 14 号）の改正で，以下のよ
うに「53 条の二」として受け継がれた．文部省令第 20 号で廃止されるまでの約 37 年間，唱歌教育
の正常化と唱歌教育振興のために運用され大きな役割を果たした．
「文部省令第 21 号（小学校令施行規則）」





















　この件について，昭和 6 年 11 月 20 日島根県知事からの疑義が出た．それに対して，文部省普通
學務局長は以下のように回答（昭和 7 年 2 月 5 日）している．同時に各地方長官宛にも通牒 37）された．
小學校令施行規則第 53 条ノ 2ノ規定二関スル件
　（甲号）

























　この「文部省令第 21 号（昭和 6 年 9 月 10 日）」は，その後，1941（昭和 16）年 3 月 1 日勅令を
もって「国民学校令」が，そして，同年 3 月 14 日文部省令第 4 号で「国民学校令施行規則」が制定
された際，以下のように「国民学校令施行規則」第 36 条に引き継がれ，戦後の昭和 22 年 3 月に破棄・
処分の命令 40）が下るまで効力をもっていたといえる．
− 19 −
第 36 条 歌詞楽譜ハ教科用図書中ニ掲グルモノノ外ハ文部大臣ノ撰定シタルモノ若ハ其ノ図
書ニ付検定シタルモノ又ハ当該校ニ特ニ関係アルモノニシテ地方長官ニ於テ文部大
臣ノ認可ヲ受ケタルモノタルベシ
第 47 条 紀元節，天長節，明治節及一月一日ニ於テハ職員及児童ハ学校ニ参集シテ左ノ式ヲ
行フヘシ
　　　5 職員及児童ハ其ノ祝日ニ相当スル唱歌ヲ合唱ス　　　　（下線は筆者）























　校歌等歌曲の「認可制」に関して考察する中で，1872（明治 5）年 8 月の「学制」発布以降，「教
育令」，「小学校令」など発令され，それに基づく訓令・規程等が次々と制定され，かつ改廃されてきた．
それらを分析・考察すると，校歌等歌曲の「認可制」に関する法規・法令は，1890（明治 23）年 10








Ⅰ．文部省令第 4 号「小学校祝日大祭日儀式規程」（同時に「文部省訓令第 2 号」）が適用されていた時期
　　（1891（明治 24）年 10 月 17 日〜 1901（明治 34）年 3 月 31 日）
◦ 1891（明治 24）年 6 月 17 日「小学校祝日大祭日儀式規程」が制定され各学校に「祝祭日に儀式」
を行うことが義務づけられ，かつ「祝日大祭日に相応しい唱歌」を歌うことが決められた．続いて，
同年 6 月 17 日に出された「訓令第 2 号」によって，「儀式」で歌う唱歌はその都度「認可」が必
要となった．この規程（同時に「文部省訓令第 2号」）に基づき，校歌を「儀式用唱歌」として申
請し最初に認可されたのが東京・忍ヶ岡小学校の校歌である．
 　したがって，文部省令第 4 号「小学校祝日大祭日儀式規程」と，それに係る「訓令第 2 号」が，『校
歌認可制の始まり』（法的根拠）であると言われる理由である．このことで，前述の嶋田氏が，校
歌認可制は 1894（明治 27）年 12 月 28 日に文部省から出された「訓令第 7 号」によると指摘しい
ることに疑問を抱く．嶋田氏の誤解は，東京・忍ヶ岡小学校校歌（1891（明治 24）年 10 月 28 日
付で申請）が 1893（明治 26）年 2 月 18 日に「儀式用唱歌」として認可を受けていることを見落
とし，「訓令（第 7 号）後，東京府内小学校としてはじめて認可されたのは，1903（明治 36）年 5
月認可の麻布小学校校歌であった」（嶋田氏の論文 p16-17）と断定し，それを基にし論を展開して
いることである．
◦ 「小学校祝日大祭日儀式規程」（訓令第 2 号）は，1900（明治 33）年 8 月 21 日の文部省令第 14 号




◦ この時期に「儀式用唱歌」として 215 曲（軍歌類 72 曲，唱歌・童謡類 131 曲，校歌類 4 曲，自校
に関係歌曲 8 曲，郷土や地域に関係歌曲 0）が認可された．（北海道では認可された校歌等歌曲はない）
Ⅱ．「文部省訓令第 7号」が適用されていた時期
　　（1894（明治 27）年 12 月 28 日〜 1931（昭和 6）年 9 月 10 日）




◦ 「文部省訓令第 7 号」は 1931（昭和 6）年 9 月 10 日の文部省令第 20 号で廃止された．しかし，そ
の趣旨・内容は同日に発令された文部省令第 21 号「小学校令施行規則」の第 53 条第 2 項に受け
継がれた．
◦「文部省訓令第 7 号」が発令され，「小学校祝日大祭日儀式規程」が 1901（明治 34）年 4 月 1 日
に廃止されるまで，約 6 年間，二つの法令が認可に関わって適用されていたが，その間に認可さ
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れた校歌等歌曲は，Ⅰの集計に含めた．それ以降は，「文部省訓令第 7 号」（廃止される 1931（昭
和 6）年まで）の適用と考え，その間，認可された校歌等歌曲数は，私の調査では，軍歌類 6 曲，
唱歌・童謡類 433 曲，校歌類 853 曲，自校に関係ある歌曲 14 曲，郷土や地域に関係ある歌曲 40
曲　合計 1346 曲が認可されている． （北海道では唱歌 1，郷土歌 1，校歌 27 計 29 曲が認可）
Ⅲ．「小学校令施行規則第 53 条第 2項」が適用されていた時期
　　（1931（昭和 6）年 9 月 11 日〜 1941（昭和 16）年 3 月 13 日）
◦ 1931（昭和 6）年 9 月 10 日「訓令第 7 号」が廃止され，同日「小学校令施行規則」を発令され「訓




申請したため，申請した学校が急増した．この約 10 年間で認可を受けた校歌等歌曲数は 1955 曲
にのぼった．その内訳は，軍歌類 0，唱歌・童謡類 67 曲，校歌類 1843 曲，自校に関係ある歌曲
26 曲，郷土や地域に関係ある歌曲 19 曲である．	（北海道では唱歌 1，郷土歌 5，校歌 184 計 190 曲が認可）
Ⅳ．「国民学校令施行規則第 36 条」が適用されていた時期
　　（1941（昭和 16）年 3 月 14 日〜 1947（昭和 22）年 5 月 23 日）
◦ 1941（昭和 22）年 3 月 1 日に「国民学校令」が施行され，これまで「小学校令施行規則」で規定
されていた「唱歌用歌詞楽譜」「祝祭日」等の内容は，同年 3 月 14 日「国民学校令施行規則」が
制定された際，その第 36 条，第 47 条に引き継がれた．「国民学校令」は，戦後の 1947（昭和 22）
年 3 月 29 日「学校教育法附則」第 92 条によって廃止された．また，「国民学校令施行規則」も，
1947（昭和 22）年 5 月 23 日「学校教育法施行規則附則」第 82 条によって廃止された．この期間
で認可された校歌等歌曲数は 107 曲．その内訳は，軍歌類 0 曲，唱歌・童謡類 10 曲，校歌類 95 曲，
自校に関係ある歌曲 1 曲，郷土や地域に関係ある歌曲 1 曲である．（北海道では校歌のみ 10 曲が認可）
　Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳまでを集計すると 1893（明治 26）年 2 月から 1947（昭和 22）年 5 月まで約 56
年間で校歌等歌曲は 3623 曲認可された．（明治期 439 曲，大正期 582 曲，昭和期（前期）2602 曲）
　また，その内訳は，軍歌類 78 曲，唱歌・童謡類 641 曲，校歌類 2795 曲，自校に関係ある歌曲 49 曲，
郷土や地域に関係ある歌曲 60 曲　である．
＊北海道では，明治期 6 曲（唱歌 1，郷土歌 1，校歌 4），大正期 10 曲（唱歌 0，郷土歌 0，校歌
10），昭和期（前期）213 曲（唱歌 0，自校に関係ある歌曲 5，郷土歌 1，校歌 207），計 229 曲















（岩波書店刊『世界』1974 年 11 月号「校歌は変る」）
注
 1） 折原明彦氏著『校歌の風景−中越地区小中校歌論考−』（1997 年 1 月）の中で，校歌認可のは
じまりは 1891 年 6 月 17 日に文部省から出された「小学校祝日大祭日儀式規程」（文部省令第 4 号）
であると捉え，『岩手の校歌ものがたり』（1990 年 4 月 1 日発行）の著者佐々木正太郎氏も同様
な捉え方をしている．また，1996 年 3 月発行の『校歌−心の原風景−』で浅見雅子・北村眞一は，
校歌の起源は 1893 年 8 月 12 日，文部省告示第 3 号（官報第 3037 号付録）で，「小学校祝日大
祭日儀式唱歌用歌詞及び楽譜撰定」（八曲）を公示したことに始まるとしている．
 2） 明治 5（1872）年 11 月 9 日太政官布告第 337 号で改暦の布告がされた．
 3） 明治 6（1873）年 10 月 14 日太政官布告第 344 号で以下の祝祭日が布告された．
  　　　　　　　　　年中祭日祝日等ノ休暇日左ノ通候，此旨布告候事
  元始祭　一月三日 　新年宴會  一月五日　孝明天皇祭　一月三十日  紀元節  二月十一日
  神武天皇祭　四月三日　神嘗祭  九月十七日　天長節　十一月三日　新嘗祭　十一月廿三日
 4） 「小学教則（1872.9.8 文部省布達番外）」の第二章「一日五時一週三十時ノ課程日曜日ヲ除ク
　　以下之ニ倣ヘ」とある． （『明治以降教育制度発達史第 1 巻』p398）
 5） 明治 8 年 10 月の長崎県の小学条例（「長崎県教育史上巻」P480）では，
  　　　　　「第 11 章　年中休業日左ノ如シ
  一，孝明天皇御例祭 一月三十日　一，紀元節 二月十一日　一，神武天皇御礼祭 四月三日




  「第一回新年拝賀式〈崇広小学校日誌〉明治 17 年 1 月 1 日…本日午前 9 時教員学務委員拝賀
トシテ郡役所ヘ出頭ニヨリ，午前 8 時補助員…生徒上校，（略）…生徒総計 450 余名ナリ（略）
…拝賀人名簿ヲ製シ校長捺印郡役所ヘ進達ス」＊しかし拝賀式の式次第には「唱歌斉唱」の文字は見あたらない．
  （『近代教育の天皇制イデオロギー』山本信良・今野敏彦著 1974.9.16 新泉社 P61-62 より）







 8） 東京女子師範学校付属幼稚園の実戦．（1887（明治 10）年頃から，伝統的音楽である雅楽を取
り入れた唱歌教育を推進）京都女学校の実戦（卑猥な歌から遠ざけようと，在来の地唄の曲に歌
詞を教育的に改良して 1888（明治 11）年 11 月に『唱歌』（京都府蔵版）という教科書を出版）
（山住正巳著『唱歌教育成立過程の研究』1967.3.20　東京大学出版会 p15-16 ）
 9） 大久保利謙編『森有礼全集』第一巻「44 文部省において直轄学校長に対する演説」（p663）の
中で，森は 1889（明治 22）年 1 月 28 日直轄学校長に対し「…諸学校ヲ通シ，學政上ニ於テハ，
生徒其人ノ為ニスルニ非スシテ，国家ノ為ニスルコトヲ終始記憶セサルへカラス」と説示したと
記述されている． （『現代教育学 5 日本近代教育史』講談社 1962.2.26 p73）
 10） 天皇・皇后肖像写真の名称は必ずしも一定していない．宮内省（庁）では「御写真」と呼んで
いるが法令上では聖影・御影・御写真・御真影等のごとく区々である．本稿では広く用いられて
いる「御真影」を使う．（「教育の文化史 1　学校の構造」佐藤秀夫著阿牛社 2004.12.20 p203）
  また，下賜の総務局通知は，1889（明治 22）年 12 月 19 日，各道府県に発せられた．その主
な内容は，（イ）御真影は地方長官を介して願い出た後に下賜されること（ロ）他校の模範とな
るような優秀な学校へ下賜されことである．（同 p187-188 より）

















もにこれを実践すること．（『学校制度と社会』高橋靖直編著 玉川大学出版部 2007.2.10 p33-34）
 14） 当初は 1892 年 4 月 8 日省令第二号「小学校設備準則」（第 2 条）のなかに規定されていたが，





  （『教育の文化史 1  学校の構造』佐藤秀夫著　阿牛社 2004.12.20 p196-197 より）








（『日本教育史 - 近・現代 -』山住正己著　岩波書店 1987.1.20 p60）
 17） 山住正巳著『唱歌教育成立過程の研究』（1967.3.20 東京大学出版会）「第十章 祝日大祭日唱歌
の成立」（p279）に全文が掲載され，かつその内容が平易に解説されている．
 18） 『文部省例規類纂第一巻　明治 20 年〜明治 26 年』（昭和 62 年 2 月 20 日発行 p43-44）に，委
員長村岡範為馳（東京音楽学校長 理学博士）以下 9 名（民間側の日本音楽会の伊沢修三はメンバー
に入っていない）によって選定された 13 曲が示されている．






成立過程の研究』（1967.3.20 東大出版会）「第十章 祝日大祭日唱歌の成立」p280-282 より）
 19） 『文部省例規類纂第一巻　明治 20 年〜明治 26 年』（昭和 62 年 2 月 20 日発行 p42）に全文掲載．
この通牒により「祝祭日儀式用唱歌」が認可された場合「官報」に掲載されるようになった．
 20） 1927 年以降は，明治節（明治天皇の誕生日＝ 11 月 3 日）が祝日に加えられた．
 21） 明治 24 年 7 月 14 日滋賀県伺「小学校令実施後二要スル件」（明治以降教育制度発達史第三巻




年 4 月に納所辨次郎編「日本軍歌」，同 26 年に奥好義編「新編軍歌」などが刊行された．
  （青柳善伍著『本邦音楽教育史』昭和 54 年 5 月 20 日 p170-171）




 24） 1894（明治 27）年 9 月 1 日文部省訓令第 6 号「小学校生徒ノ体育及衛生ニ関スル件」
（『明治以降教育制度発達史第三巻』）
 25） 明治 27 年 8 月に日清の国交は遂に断絶し宣戦の布告となるや，征討軍歌類の出版が急に激増
し軍歌独占時代が現出した．同年 9 月小山作之助編「忠実勇武軍歌集」，白井規郎編「新選楽譜
戦　闘軍歌」，納所辨次郎編「征伐軍歌」が刊行，続いて同年 11 月鈴木米次郎，納所辨次郎共編「明
治軍歌」が刊行，同年 12 月から翌年にかけて山田源一郎編「大捷軍歌」が第 7 集まで続刊．翌
28 年には小山作之助編「かちどき」，多梅稚編「新編帝国軍歌」，鳥居忱編「大東軍歌」，莵道春
千代編「国民軍歌」，日本軍歌会編「凱旋軍歌」等が続々刊行された．
（青柳善伍著『本邦音楽教育史』昭和 54 年 5 月 20 日 p172）
 26） 日露戦争後の条約内容に不満を抱く民衆の暴動に対して戒厳令を布してこれに対処．特に政府
は思想対策として明治 41 年 10 月 13 日「戊申詔書」を発布，「神聖ナル祖宗ノ遺訓」と「光輝
アル国史」を担う天皇制権力を確固たるものにすることに努めた．国民に対する思想対策はさら




（『日本教育史』名倉英三郎著 2000.1 八千代出版 p153-154 より）
 27） 1939（昭和 14）年 8 月 29 日發図 143 号各地方長官への文部次官通牒．（『文部省例規類纂第七巻』
S62.2.20 大空社昭和 14 年 p25-26）ここに「殊二校歌，朝礼歌ノ如キハ訓育上極メテ重要」と捉
えていることは注目すべきことである．
 28） 北海道は他府県より遅れて，1895（明治 28）年 3 月 9 日に「小学校祝日大祭日儀式に関する次第」
（北海道庁令第 13 号）を定め，ようやく各地に通知された．その第 2 条に「紀元節，天長節ノ
儀式ハ左ノ次第ニヨリテ行フヘシ」とあるだけで，「他ノ大祭日及祭日ニ於テハ各学校ノ任意タ
ルヘシ」の記述はない．
（『北海道庁例規集第一期庁令等布達編（八）明治 28 年』（北海道文書録 2006.2.15p45-46））
 29） 『北海道教育会雑誌』は明治 24 年 3 月創刊，明治 25 年 8 月号（第 15 号）で終刊（明治 25 年
8 月 25 日）．その後『北海道教育雑誌』（明治 25 年 9 月第 16 号として発行）に継続．




 31） 「特別教育課程」は，1901（明治 34）年の庁令第 42 号「旧土人児童教育規程」及同 57 条「簡
易教育規程」を廃止して，1908（明治 41）年 3 月新たに統合し改正「小学校令」の要旨をおり
こんで庁令第 22 号として定めたもの．（北海道教育研究所編『北海道教育史』全道編一 p211）
 32） 北海道教育研究所編『北海道教育史』全道編一「第 5 章発展期の教育課程庁令 84 号」p673




 34） 昭和 11 年 10 月旭川で陸軍特別大演習が行われる際に御来道された天皇陛下の地方行幸のこと
 35） 工藤富次郎氏（1882 年 ~1953 年）は，亀田郡七飯町出身．北海道（札幌）師範学校を経て明
治 42 年に東京音楽学校を卒業（在学中「牧歌」を作詞作曲）．卒業後，大阪池田師範学校に勤務，
その後函館高等女学校の音楽教諭として活躍．当時一流の音楽教師として活躍され全国各地の学
校の校歌を多数作曲．論文「小学校に於ける校歌の制定に就て」（「北海之教育」大正 6 年 10,11 月）
 36） 「厚田小学校校歌解説」（B4 判 2 枚）は「第一章，第二章，第三章，結論」から構成され「校
歌」の第一節（一番），第二節（二番），第三節（三番）と対比させて記されている．このような
解説」付きの「校歌」認可書類は，昭和 4 年 4 月 17 日（發図 33 号図書局通牒）に出された「小
學校唱歌用楽譜採用認可申請様式」の中の，「六，歌詞ニハ成ルヘク説明書ヲ添付スルコト」にそっ
て書かれたものである．
 37） 『近代日本教育制度史料　第 2 号』（講談社昭和 39 年 9 月 30 日発行）p196-197
 38） 「訓令 7 号を廃止し小学校令施行規則を改正した」理由は，「唱歌用歌詞及楽譜の認可制度の悪
　用」のためと県内に通牒した県は，青森県，岡山県，高知県である．
  （杉沢盛一『戦前の歌曲認可制度に関する研究』（6 訂版）平成 18 年 2 月 20 日 p17）
 39） 文部省の依命通牒（昭和 6 年 9 月 10 日『文部時報』393 号に掲載）
 40） 国民学校令は学校教育法附則 94 条で，国民学校令施行規則は学校教育法施行規則附則 82 条で，
昭和 22 年 3 月 31 日に廃止された．生田目靖志「占領軍の教育政策の一端」茨城キリスト教大
学紀要（1994.11.1）の「二 . 校歌・校訓等の改廃指令とその対応」（P33-35）の中にその経緯等
が詳述されている．
 41） 「文部省令第 49 号」（『文部省法令年纂』S14 年版（下）大空社 1994.1.23 発行 p373）の「其ノ
採用学校ニ特ニ関係アルモノ」とは「校歌」「校訓歌」「応援歌」などを指しているものと思われる．
 42） 1939（昭和 14）年 8 月 29 日發図 143 号，各地方長官へ文部次官への通牒（『文部省例規類纂
第七巻』S62.2.20 大空社 p25-26）．この公文書の中で「校歌」という語句が始めて使用された．
文献
・杉沢盛一著「戦前の歌曲認可制度に関する研究」（6 訂版）平成 18 年 2 月 20 日 p17 
・佐藤秀夫著『教育の文化史 1　学校の構造』阿牛社 2004.12.20 p177
・安丸良夫著 岩波現代文庫『近代天皇像の形成』1992.3 p38
・山住正己著『唱歌教育成立過程の研究』東大出版会 1967.3.20 p73,279-280
・牧原憲夫著 岩波新書『民権と憲法』岩波書店 2006.12.20 p139
・青柳善伍著『本邦音楽教育史』1979（昭和）54 年 5 月 20 日 p170-171
・佐々木正太郎著『岩手の校歌ものがたり』 ツーワン・ライフ社 1990（平成）12 年 4 月 1 日 p158
・嶋田由美の論文「小学校校歌制定に関する研究−明治後期における東京府内小学校校歌制定過程 
の分析を通して−」 1987 年 3 月発行の『音楽教育学』第 16 号に掲載 p22-23
・青柳善伍著『本邦音楽教育史』昭和 54 年 5 月 20 日 p173-176
・佐々木正太郎著『岩手の校歌ものがたり』 ツーワン・ライフ社 平成 12 年 4 月 1 日 p163
・山住正己著『唱歌教育成立過程の研究』1967.3.20 東大出版会 p88
・北海道教育研究所編 『北海道教育史』全道編二 1960 p640,641,642,646
− 27 −
明治 12. 8「教学聖旨」 （「教学大旨」と「小学条目二件」）
ｏ明治 5.8.3「学制」発布…「唱歌」当分之を欠くこと可
＊明治 18. 12.22森文相就任…近代学校制度整備、国家主義教育 ｏ明治12. 9.29「（自由）教育令」施行（太政官布告）
ｏ明治13.12.28「（改正）教育令」施行⇒「小学校教則綱領」





第 1 条 （目的を明示）
明治24.6.17文部省令第 4号 第 3条 尋小では唱歌は加えること得、高等小では欠くこと得












明治26.10.20文部省訓令第 10号発令 明治26.8.12文部省告示 3号（官報告示） *学校内歌曲の歌詞・楽譜（規定）




明治33.8.21文部省訓令第 14号発令（「施行規則」） 「小学校祝日大祭日 *尋小、唱歌加えること得、高等小、必修
儀式二関スル次第」
* 第28条 三大節の儀式と唱歌を規程（趣旨・儀式内容継続）







*第 18条 小学校 6年（義務）制、高等小は 2,3年
ｏ大正2.2.4文部省告示第2号 昭和6年9.10文部省令第 20号発令
（儀式唱歌の歌詞改正） 文部省訓令 （明治27.12.28）第 7号廃止
（大正3.7第一次世界大戦） （大正7「赤い鳥」発刊）
ｏ 昭和2.11.2文部省令第20号 昭和6.9.10文部省令第 21号（「施行規則」改正）発令
*明治節制定これより四大節に *第53条ノニ「唱歌用歌詞楽譜の規制」





（昭和16.12.8太平洋戦争） * 第47条「四大節の儀式挙行」 *第 36条「唱歌用歌詞楽譜の規制」
「相当唱歌の合唱」 ①知事撰定教科書の教材 ②文部省の撰定
③当該学校に特に関係あり認可を受けたもの






A Study on the Authorization of School Songs in Elementary Schools Before 
the Second World War:
Research on the Legal Bases of School Songs Authorization
ITOH Ushio
Abstract: Before the Second World War, if the Minister of Education's authorization was not abtained school 
songs were not allowed to be sung. To elucidate this reason is one of the purposes of this research. The then 
Minister of Education forced schools to introduce a uniform education policy for the nation, including the texts, 
the scores of school songs. To implement this policy, the Ministry of Education made one law after another. The 
latter half of this research elucidates the relationships among those laws.
